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2010年経済学部 1部第 1問

1 次の xに関する 2つの 2次方程式をそれぞれ1，2とおく．

x2 + ax+ 4 = 0 ÝÝ1

x2 + 2ax+ 4a+ 5 = 0 ÝÝ2

ただし，aは実数とする．

(1) 2次方程式1が実数解を持つような aの値の範囲と，2次方程式2が実数解を持つような aの値の範囲を

それぞれ求めよ．

(2) 2次方程式1と2が共に実数解を持つような aの値の範囲を求めよ．また，2次方程式1と2のいずれ

か一方だけが実数解を持つような aの値の範囲を求めよ．

(3) 2次方程式1が異なる実数解®1; ®2 (®1 > ®2)を持ち，かつ 2次方程式2が異なる実数解¯1; ¯2 (¯1 >

¯2)を持つとする．4 < ®1 < 5かつ 11 < ¯1 < 12となるような aの値の範囲を求めよ．


